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【目的】細菌類の 生菌数測定 は通常、平板法に よ っ て行 われ る が、結果 が 出

るまで には 数 日 とい う長い 時間 が 必 要 で あ るc 顕微 鏡 下 で 適当 な染 色を施

すな どに よ り、短時間に 生菌数
・
死 菌数を 分別 計測 す る こ とは 可能 で あ る

が 、作業 が大変 で あ りほ とん ど行 われ て い ない 。今般、測定時間が約 10
分、前処理 を含め数十分で 生菌数及び 死 菌も含 め た総 菌数 を測 定可 能 な製

品が 発売 され、その 性能な どを評価する機 会を得 た。
【方 法】菌数計測 に利用 した装置 は松 下精 丁 （株〉が 開 発 した 「微 生 物 迅 速

検査装置 バ イオプ U 一
ラ」 で 、解 析プ ロ グラ ム は試行版 の もの で ある。

　専用濾過チ ッ プ を用い て 、サン プ ル 液及 び試 薬を濾 過 し、装置にセ ッ ト

す る。対象 とな る菌は濾 過チ ッ プの 直径 9．Omm の 濾紙 ヒに 捕 捉 され る ．生

／死 菌の DNA と結合 して 紫外 線に よ り蛍 光 を発 す る試 薬 と、死 菌 の DNA
と結合 して 緑 色光 に よ り蛍 光 を発 す る 試 薬 を用 い て 、菌を 染色 す る．試 薬
と反応 し紫外線及 び 緑色光に よ り蛍光を発 する発 光する 点を CCD で 画像
と し て取 り込 み 、画 像処 理 で 総 菌数 （生 ・死菌数 ） と死 菌数を 各 々 カ ウン

トし 、そ の 羌 か ら生 菌 数 を算出 す る。計測 開始 後 の 所 要時 間は 】サ ン プル

当た り約 10 分 で あ る。
　E，co 【i　IFC）3301 を無機塩合成培地で 培養 した 。生 菌数は 、衛 生試験法 に

従 っ た混釈平板培養怯 （普通寒 天培 地〕、及 び濁度 法 〔〔）D610 ）で計測 した。
【結 果 と考 察 】供 試 菌 の 発育 曲線 を混 釈平板培養法、濁度法、バ イ オ プ 卩

一
ラ法 で作成 した 。混釈平板培養 法 とバ イ オ プ ロ

ーラ法の 生 菌数、濁度法 と
バ イ オ プ P 一ラ法の 総菌数 と を比 較検討 し、良好な相関関係を得 た．短 時

間 に生 菌数 と死 菌数が 得 られ るの で 、⊥ 程管理に おけ る特性値 として利 用
可 能 で あ る．

【日的】eeJ
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汚染問題 は 、大A 汚 染か ら水質汚 染、土 壌汚 染へと広が り、こ

れ ら化 幸物 質 の汚 染 状 況 を 迅 速 に把 握 す る 方 法 が 望 ま れ て い る 。そ こで 本

研 究 で は 、」 ブ ラ ナ
ー

ポ リ塩化 ビフ ェニ ル （Cleplanar　potychlorobiphenyt／
Co・PCB ）を 対 象 と した フ tt一型セ ン サ

ー
の 開発 を試み た。フ ロ

ー一
型 セ ン

サ
ー

で は 、微小 空 間の 持 っ 短 い拡散移動距離を 生 か し、ノイ ズ を低減 させ

て 定量 を 試み るた め、C］o −PCB 抗体 を 固 定化 した ビーズ を、流 路中へ添 加 ・
整列 させ た．定量 に は、対 象物 質 が低 分子 で あ る こと か ら競合法 を採用 し、
ELISA を チ ッ プ上で 行 っ た u また 、整列 させ る ビ

ー
ズの 個数を変え定量を

行 う ととも に ．微小 空 間内へ、効 率的に ビ ーズの 配 置を行い 、分析時間の

短 縮 と操 作性 の 向上 を試 み た ，
【方 法 及 び 結果】Si基 板上 ヘフ t トリ ソグ ラフ ィ

ー・
に よ り SU −8 に よ る鋳 型

を作製 した。こ れを PDMS （petydimethylsiloxane）に 転写 し、深 さ 10f｝μ m 、
流路 iP9　IOOOStm で 流路

「．1．「央部 の み深 さ を 20μm の ダム 構造 に した チ ッ プ を

作製 した。次 に 、直径 9｛1μ m の ポ リス チ レ ン ビ ーズ に Co−PCB の
一種 で あ

る 3．　，S’，4，41：Tetra 　chlorobiphen ）
’1〔TeCB ）に 対 して 特異的な抗体 を 固定化 し、

こ の 流 路巾央部に 配置 し、ピ ン セ シ トにて 整列 させ た c こ こ に ガ ラス 平板

を貼 り合わせ 、送液用 の チューブ を接続 し て 最終 的なチ ッ プ を作製 し た。
HRP 標識 TeCB 誘 導体お よび非標識 TeCB 誘導 体、各種試薬溶液は、シ

リン ジ ポ ン プ に よ って 送液 し．競 合法 に よ る非標識 北 GB 誘導体の 定 量 を

行 っ た。その 結果、本セ ン サ
ー

は非標識 恥 CB 誘導体 を 1．Oppm 〜0．1ppt
の 濃度範 囲で 定量 で きた．本 シ ス テ ム で必要 とす る試料量 は 20μ1 と少な

く、濃縮 も容 易で ある。また、測 定時 間も SO分 程度 で 可能 で あ っ た。
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【目的】現在、汚染水な どの 環境分析項 目の 検出には、分光分析、ク ロ マ ト
グ ラ フ ィ

ーを 中心 とす る種 々 の 分析方法 を用 い て 、各個今析を行 うこ とで

検 山項 目を明 らか にす る方法 が とられ て い る．し か し なが らこ の よう な現

状 法で は 、多項 目の 検 出内容 を同時か つ 迅速 に得 る こ とが困 難で あり、い

わゆる ハイス ル
ープ ッ ト分析 は不 可能 で あ っ た。そ こ で本研 究で は 、微細

加 工 技術、及び 光微生 物 を用 い た 微生 物ア レ イ型 マ イク ロ チ ッ プ を作成 し、
水 質有機 汚染 に対 する微 量ハイ ス ル

ープ ッ ト分析用セ ン サ ー
の 開発に っ い

て 報告す る、，
【方法、及び 結果 1光微生 物 の ア レ イ化基板に は 、3 ⊂nl 四方、厚 さ 2mnl の

ア ク リル 板を使用 し、直径 700μm 、深 さ 1〔）OltM の 微小ホ ー
ル を N （1工 作

機 で 加 工 した。こ の ホ ー
ル に発 光微生 物 を ア ル ギ ン 酸 ゲル で 包埋 して 固定

化 し、ア レ イ化す る こ とで微 生物 ア レ イチ ッ プ を作成 した 。作成 した チ ッ

プ に 対 して ．試 料水 〔約 501tl）を 滴下 し、ホール か らの 発光 をケ ミイ メ
ー

ジ ャ
ー

を用い て検 出、数 値化 す るこ とで 多検体 の 有機物濃度 を測定 した．
そ の 結 果 、滴 下 後 、10分以 内 で ホール か らの 発光が 確認 され 、試 料水 中の

有機 物濃度 を 同 時 に 多検 体で 検出す る こ とriT 能 で あ っ た ．有機物濃度で

は 80 〜800ppnl の 問で相 関関係 が確認 され、250 〜500ppm の 問で 発光

強度 と有機物濃度間で 直線的 な関係 が示 され こ と か ら、微生 物チ ッ プ を用
い た有機物濃度の 迅速 か っ 同時、多検体検 出が達成 され た。今後、発光遺

伝 子 を導 入 した 組 み換 え体微 生 物 を多種 類ア レ イ 化す る こ とで ．マ ル テ

ア ッ セ イ 型微 生物 チ ッ プ セ ン サ
ー

シ ス テ ム の 構築 が可能 に なると考 え られ
た 。

【目的】近年 の
μTAS 分野の 発展によ り、試料 の 分離、希釈、反応、検出

をわずか 数セ ン チ角の 面積 で 行 うこ とが で きるチ ッ プ が数 多 く報告 されて

い る．そ の 多 くは 、チ ッ ア 上に 作製 したキャ ピラ リ
ー

内に試薬 を送液 する

こ とで 反 応や検出 を行 っ て い る こ とか ら．微小 空聞に お ける 、試薬 の 送液

技術 に つ い て 様々 な手 法が報告 され て い る。フ ロ
ー
型 で の キ ャ ピラ リ

ー
の

よ うな微小空問にお ける液体の 挙動は、比 表面積 が 大きい た め 内部表 面の

状態 に大 きく影響を受け るた め、内面を種々 の 方法 に よ り修飾す る と謙 々

な液体の 挙動 を制御す るこ とが 期待で き る．そ こ で 、ポ リマ
ー
材料 が 今後

バ イオ チ ッ プ 等の 素材 とし て 期待 され る こ とか ら、本研究で は 、キ ャ ピラ

リ
ー

構造 を有す るポ リマ
ー

の 表面修飾に つ い て 検討 した。
【方 法及び 結 不 】半導体微 細加 工 技術 を利用 し て フ ロ

ー型 チ ッ プ を作 製 し

た 。流体制御は 、流路形状や 流体制御を 行 う部位 の 流 路表 面 を 修飾 す るこ

とで 、修飾物質の 特性を利 用す るこ とで 行 っ た 。特に 、表面修 飾す る 物質

とし て 、温．度応答性ポ リマ ー
を利用 した 。こ の ポ リ マ ー

は、ド限臨界溶液
温 度 （LCST ）を有 して お り、LcST 以 下 で は ポ リ マ ー

鎖が 水 和 し溶 解 して

い る が、それ 以上 で は脱水和 し凝集を 起 こ す ．こ の た め 、LCST 近 傍 で 親

水性 面か ら疎水性 面へと急激 に変化す る特性 を示 す。こ の 特性を 部分的 な

加熱 に よ り発現 させ 利用す るこ とで 、送液の 制御 を行 っ た 。結果、流路形

状 を変化 させ るこ とで、特 定部位 に おけ る送液 の 停 止 が 行 えた 。さ ら に 、
温 度応答性ポ リマ

ー
を流路表 面に 固定化す る こ とで 、溶液の 停 止 ・送 液 が

で きたc
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